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1．研究の背景と目的

　近年、少子高齢化、若者の担い手不足が深刻となり、町

内会などの地縁型コミュニティの衰退が大きな社会的問

題となっている。それに伴い、専門家が介入し、まちづく

りを行う市民活動団体（以下、まちづくり団体）を形成さ

せることで地域課題解決に取り組むコミュニティデザイ

ンが注目されている。まちづくり団体の活動内容は、①ま

ちに新しい社会活動を生み出すために、団体が自らプレー

ヤーとなる活動タイプ（以下、「プレーヤー型」）と、②ま

ちに変化をもたらすために、プレーヤーが活動するための

場・仕組み・機会をつくる活動タイプ（以下、「エリアマネー

ジャー型」）の 2 つの活動タイプに分類できる。これらの

活動タイプと団体に参加する構成員の動機との関連性を

明らかにすることは、コミュニティデザインにおいて有用

な知見となり得る。そこで本稿では、まちづくり団体の構

成員の参加動機がどのような要因によって構成されてい

るかを抽出することを目的とする。そして、次稿において

参加動機と活動タイプとの関連性を明らかにする。

2．調査対象

　2 つの活動タイプを 5 団体ずつ選定し、表 1 の 10 団体、

およびそれに所属する構成員 153 名を研究対象とした。

3．まちづくり参加動機測定尺度の作成

　これまでに、まちづくり活動への参加動機を測定する

ための網羅的な尺度は開発されていない。そこで、研究

蓄積のあるボランティア活動への参加動機の測定尺度を

援用した。そして不足項目を補うために、まちづくり活

動への参加動機について言及している既往研究を参照し、

加えて調査対象者へのヒアリング調査を行った。具体的に

は、ボランティア参加動機構造を網羅的に扱っているとさ

れるCnaan and Goldberd-Glenが開発した28項目の尺度1）

をもとに作成された桜井（27 項目）2）と谷田（32 項目）3）

の尺度を参照し、そのうち日本におけるまちづくり活動へ

の参加動機として不適切な「宗教の教えにかなうと感じる

から」の項目を除外した。そして、まちづくり活動への参

加動機に合うように内容を変換し、意味が近い項目をまと

めることで、27 項目（表 2の No.1 〜 27）を抽出した。次に、

まちづくり活動への参加動機を扱う添田ら 4）5）、和田ら 6）、

根岸ら 7）、松岡ら 8）の既往研究を吟味し、内容の重複を避

けながら 4項目（表 2の No.28 〜 31）を追加した。最後に、

調査対象者へのヒアリングから 1項目（表 2の No.32）を

補い、最終的に 32 項目の測定尺度を設定した（表 2）。

　これらの項目をまちづくり団体への参加動機として、①

全く当てはまらない（1 点）、②あまり当てはまらない（2

点）、③どちらともいえない（3点）、④やや当てはまる（4

点）、⑤非常に当てはまる（5 点）の 5 段階のスケールを

用いて回答を求めた。

4．調査実施方法

　研究対象である 10 のまちづくり団体の代表者に、まち
表 1　アンケート調査 1の項目
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づくり団体の概要や活動内容を把握するためのヒアリン

グ調査を行った。次に、アンケート調査を実施するために、

各団体に所属するすべての構成員に対し、参加動機の要因

を明らかにするための調査票と依頼文を配布してもらっ

た。調査票は、まちづくり参加動機測定尺度の項目に加え、

属性（性別、年代、職業）を尋ねるものとした。

5．団体の概要と活用内容

　ヒアリング調査によって、各団体の運営形態（任意団

体／ NPO 法人）、活動開始時期、対象地区、活動資金、構

成員の数、活動エリア、活動内容を把握し、表 1 に整理

した。「プレーヤー型」と「エリアマネージャー型」の活

動エリアと活動内容に着目すると、「プレーヤー型」は空

き店舗や公園等の施設を活用し、カフェ等の交流拠点や

イベントの企画・運営等の活動を、1 つのテーマに特化し

て行っている。それに対し「エリアマネージャー型」は、

まちやエリア全体を対象に、イベントの企画、起業者支援、

特産品のプロモーション、人材発掘・人材ネットワーク形

成等の活動を組み合わせ、複数のテーマで多角的に活動し

ている。「プレーヤー型」は、団体が自らプレーヤーとなっ

て、まちに新しい社会活動を生み出すことを目的とするた

め、1 つのテーマに特化した活動で、活動範囲は点的にな

る。それに対し「エリアマネージャー型」は、プレーヤー

が活動するための場・仕組み・機会をつくることでまち

を変えていくことを目的とするため、複数のテーマを扱っ

た多角的な活動で、活動範囲は面的になると考えられる。

6．因子分析による参加動機要因の抽出

　115 名から得られた 32 項目の得点の平均、標準偏差、

最大値、最小値を求め、極端な得点分布の偏りがあった

「謝金や交通費等の経費が貰えるから」を除外した。次に、

31 項目の相関行列の妥当性を確認するために、KMO の標本

妥当性の測度の検討と Bartlett 球面性検定を行った。そ
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の結果、KMO は 0.71、球面性検定有意確率 p<0.01 となり、

因子分析の適用は妥当であると判断した。

　続いて、因子分析（最尤法、プロマックス回転）を行った。

スクリープロットによる固有値の減衰状況から判断し、8

つの因子を抽出した。表 3 に因子分析の推定結果を示す。

なお、表 3 の網掛けは各因子のまとまりを表す。8 因子で

の累積寄与率は 53.3％で、ある程度の高い値を示した。

因子分析の結果、まちづくりへの参加動機の要因は、①「自

己成長」因子、②「社会貢献」因子、③「帰属・交流欲求」

因子、④「時間的余裕」因子、⑤「報恩意識」因子、⑥「家

族志向」因子、⑦「社会的評価」因子、⑧「承認欲求」因

子の 8因子によって構成されていることを明らかにした。

7．まとめ

　本稿では、まちづくり活動への参加動機測定尺度を作成

し、10 のまちづくり団体に所属する 153 名を対象にアン

ケート調査を実施した。その結果を用いて因子分析を行

い、8 つの参加動機の要因を抽出した。次稿では、参加動

機と活動タイプとの関連性を明らかにする。
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―976―

2023-11-30T12:52:45.431籔谷祐介


